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〈 はじめに 〉

※１ 「水源涵
��

養
��

」… 雨水などを地中（土壌）に浸透させることにより、洪水や渇水を緩和し、水質を浄
化し澄んだ美しい水を私たちに供給してくれる働き。

※２ 「カーボンニュートラル」… 木材を燃焼すること等により放出される二酸化炭素は、木の成長過程
で光合成により大気中から吸収した二酸化炭素であることから、木材利用は大気中の二酸化炭素を
増加させないという考え方。
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1 基本理念
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※３ 「伐
��

期
�

」… 人工林として植林を行った後、樹木が成長し伐採に適した時期。一般的に、スギで35年、
ヒノキで40年と長い年数を要する。
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※４ 「主
��

伐
��

」… 伐期に達した人工林において樹木を伐採し収穫すること。森林の状態を大きく変えるた
め、更新とも呼ばれる。

※５ 「再造林」… 人工林の主伐後に、再び苗木の植栽、種子の播き付けのような人手を加えることによ
り森林を造成すること。

※６ 「間
��

伐
��

」… 育てようとする樹木同士の競争を軽減し成長を促すため、混み具合に応じて、一部の樹
木を伐採すること。

※７ 「林業経営体」… 森林所有者等からの委託又は立木の購入により造林、伐採などの林内作業を行う
森林組合、素材生産業者など。

※８ 「素材生産」… 森林から木材を生産する行為のことで、樹木を伐採し、需要に応じて利用しやすい
ように直径や長さを整えるなどして、丸太として森林から運び出す行為。
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※９ 「森林セラピー」… 森林の持つ癒し効果を活かし、心身のリフレッシュや健康増進を図るための散
策や森林浴等の森林内での活動。

※10 「森林アクティビティー」… 森林内の地形や樹木などの多様な環境要素を活かし、自然の中で体を
動かすことを楽しむ活動。
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2 将来像

※11 「循環型林業」… 樹木を植えて、育てて、伐って、使う、また植えて、育ててという循環的に利用
するサイクルを継続する林業。

※12 「森林環境税・森林環境譲与税」… 温室効果ガス排出削減目標の達成や災害防止等を図るための森
林整備等に必要な地方財源を安定的に確保する観点から、平成31年に成立した森林環境税及び森林
環境譲与税に関する法律に基づき創設された国税及び地方自治体への譲与税。市町村においては、
間伐や人材育成・担い手の確保、木材利用の促進や普及啓発等の「森林整備及びその促進に関する
費用」に充てることとされている。



－８－



－９－



－10－

3 基本方針

※13 「施
�

業
���

」… 目的とする森林を造成、維持するために行う植林、下
��

刈
�

り、除
��

伐
��

、間伐等の森林に対す
る人為的な働きかけ。

※14 「スマート林業」… デジタル・ＩＣＴ（情報通信技術）、ロボット等の先端技術を活用し、森林施
業を効率化・省力化し、労働安全の確保や需用に応じた木材生産を可能とする林業。
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※15 「ウッド・チェンジ」… 身の回りのものを木に変える、木を暮らしに取り入れる、建築物を木造
化・木質化するなど、木の利用を通じて持続可能な社会へチェンジする行動。

※16 「ブランディング」… 商品やサービスが、他とは違うものとして認識される「ブランド」を構築し、
市場競争力や価値を高める取組み。
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4 基本施策

※17 「森林団地」… 森林所有者への意向調査を経て、森林所有者と林業経営体が契約を行い面的に集約
化した森林の区域。
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※18 「主伐・再造林一貫作業」… 主伐と並行又は連続して、地拵
����

えや植栽といった再造林の作業を行う
もの。主伐に利用する林業機械を地拵えや苗木の運搬にも利用することで作業コストの縮減が期待
できる。

※19 「コンテナ苗」… 専用のコンテナ（育成用のポットを複数連結させた容器）によって育成された根
鉢付きの苗。根鉢があることで乾燥に強く、植栽の適期とされる春や秋以外でも植栽後の生育が見
込まれる。
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※20 「高性能林業機械」… 従来のチェーンソーや刈払機等の機械に比べて、作業の効率化、身体への負
担の軽減等、性能が著しく高い林業機械。
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※21 「木
��

育
��

」… 子どもから大人まで、木材や木製品との触れ合いを通じて木材への親しみや木の文化へ
の理解を深めて、木材の良さや利用の意義を学んでもらうという観点の取組み。
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※22 「合板」… 丸太から薄くむいた板（単板）を、繊維（木目）の方向が直交するように交互に重ね、
接着したもの。丸太の質によらず、様々なサイズや強度の製品ができ、建築用材として多用されて
いる。

※23 「集成材」… 複数の小さな板を乾燥させ、同一繊維方向で接着剤を用いて張り合わせたもの。小さ
な丸太からでも、大きなサイズや安定した強度の製品ができ、家具や建築用材としても多用されて
いる。

※24 「林業６次産業化」… 木材の生産（伐採）をする林業が、原木市場に流すだけではなく、関係する
事業者等と連携しながら加工・流通・販売まで一連で行うことで、林業者や森林所有者の収益の向
上を目指すもの。

※25 「林地残材」… 間伐等の際に切り捨てられたものや、主伐の際に発生した枝・葉・根株など、森林
から運び出されずに残されているもの。
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